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はじめに
　南九州大学人間発達学部附属子育て支援セン
ターの活動の一つである「子育て支援室」にお
ける子どもや子育てに関する相談業務について、
２０１２年１月～２０１２年１２月の活動を以下に報告す
る。

１．これまでの「子育て支援室」の概要
　本支援室は２００９年１０月に開設された「南九州大
学子育て支援室」を引き継ぐ形で、人間発達学部
が開設された２０１０年４月より、人間発達学部附属
子育て支援センターの一業務として「子育て支援
室」として業務を行っている（春日ら，２０１１；春
日，２０１１；春日ら，２０１２；春日，２０１２）。「南九州
大学子育て支援室」、そして人間発達学部附属子
育て支援センター「子育て支援室」では、臨床心
理学を専門とする教員１名（臨床心理士）が、子
どもや子育てに関する相談を受けてきた。対象と
なる子どもの年齢は問わず、保護者や本人だけで

なく、学校や園の先生からの相談も引き受けてい
る。相談は完全予約制で行い、週に半日（４時間）
のみで行ってきた。
　２００９年の開設後より一定の相談申込みがあり、
予約もほぼ埋まっている状況が続き、２０１１年から
２０１２年は新規の相談を引き受けることができない
時期が多々あった。春日（２０１２）でも述べている
ように、相談希望者の多さに対し、週に半日、１
名のスタッフで相談を受けることの限界も感じら
れる。また２０１２年は担当者の出産に伴い、８月か
ら９月は相談を一旦休止し１０月末から業務を再開
しているが、相談時間をこれまでの半分程度の週
２～３時間に留めて行っている。

２．相談申込み
　表１に電話受付と新規来談の件数を示す。電話
受付は１２ケース、受理面接予約は３ケースであっ
た。電話受付のうち９ケースは他機関を紹介した
り、電話のみのケースであったが、その中で予約
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表１　電話受付と新規来談の月別件数

月 電話受付内容 新規来談受理面接予約 他機関紹介 電話のみ
1 1 0 0 1
2 0 1 2 0
3 0 0 1 0
4 0 1 1 0
5 1 1 0 0
6 0 0 0 1
7 0 0 1 0
8 0 0 0 －
9 0 0 0 －
10 0 0 1 0
11 0 0 0 0
12 1 0 0 0

計 3 3 6 212
注１：6月の新規来談は以前来談していたケースのきょうだいについてのケースである
注２：８月・９月は担当者不在のため相談業務を休止している
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が埋まっていない状況であれば受理面接の予約に
なったと思われるケースも少なくなかった。２０１２
年の新規来談者は２ケースであった。その内１
ケースは学校の教員２名が相談に来談された。２
ケースの内訳は中学生の女子１名と小学生の男子
１名であり、相談内容は不登校や対人恐怖が１
名、場面緘黙１名であった。また新規来談者の居
住地はいずれも都城市内であった。
　これまで電話受付は２０１０年は３７ケース、２０１１年
は２６ケース、受理面接予約は２０１０年は２４ケース、
２０１１年は１１ケースであったことに比べると、２０１２
年は電話受付１２ケース、受理面接予約３ケースと
減少している。電話受付の減少の要因としては、
予約が埋まっており、新規ケースを受理すること
が困難なために広報を行わなかったことや、本支
援室をリファー先として活用してもらっている他
機関にも新規ケースを受理できないことを伝えた
ことなどが考えられる。また受理面接予約の減少
の要因として、先述したように本来ならば受理面
接を行っていたと考えられるケースについても相
談業務の一時休止を伝えて相談の受理を断った
り、他機関を紹介するなどしたことなどが考えら
れる。

３．面接回数
　相談は２０１２年７月までは木曜日午後１３：００～
１７：００に行った。その後１０月からは火曜日の１０時

～１２時や木曜日の１６時～１７時に行った。面接日
数は２０１０年は４２日、２０１１年は４６日、今年は３１日で
あった。また面接回数は２０１０年は１２３回、２０１１年
は１４４回、今年は６６回であった。面接日数の減少
は８月・９月の一時休止に伴うと考えられる。ま
た面接回数の減少は８月・９月の一時休止と、そ
れに関連して２０１２年は８月以前から新規の受理面
接を控えたこと、そして１０月以降の面接時間の縮
小に伴うと考えられる。

４．面接内容
　２０１２年に行った相談の相談者の年齢と性別を表
３に、相談内容を表４に示す。表３のように相談
者の年齢は幼児から高校生まで幅広い年齢の子ど
もの相談を行った。また男女比も偏りは見られな
かったが、１３～１５歳は女子が多くなっていた。表
４に示すように、不登校が最も多く（５件）、そ
の他に対人恐怖・場面緘黙・子どもの性格や発達
の偏りに関する相談など、子どもに関する様々な
相談があった。

５．まとめ
　２０１２年は昨年までに比べ、新規ケースの受理
や面接回数等の減少があった。その要因として
は、先述したように予約が埋まっていたり相談担
当者の事情により新規ケースを受理できなかった
ことや、広報を行わなかったことが考えられた。
このような状況下で、今年相談を希望して電話を
かけて来られた方に対しては、お電話でお話を少
し聞くか、他機関を紹介することが多く（全体の

表２　面接日数と面接回数の月別件数

月 面接日数 面接回数
1 3 10
2 3 7
3 5 11
4 3 4
5 4 9
6 4 8
7 1 3
10 1 1
11 4 7
12 3 6
計 31 66

注１：�８月・９月は担当者不在のため面接を休止
している

注２：�6月は面接日数・面接回数１回ずつ、中学
校にケース検討会議で訪問した回数を含む

表３　相談者の年齢と性別

年齢 男 女 計
0～３歳 1 0 1
４～6歳 2 1 3
７～９歳 1 0 1
10～12歳 1 0 1
13～15歳 0 4 4
16～18歳 0 1 1
計 5 6 11

注：�保護者や教員のみの相談の場合、対象となる
子どもの年齢を記載
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７５％）、必要とされている方に支援を行えないこ
との申し訳なさと同時に、地域において本支援室
が必要とされていることを実感した。
　今年実施した面接は、昨年までと同様に、子ど
もの年齢は幼児から高校生まで幅広い子どもが対
象となった。相談内容も不登校や発達の偏りなど
子ども自身が抱える困難に関するものや、保護者
自身の人間関係などに関するものなど様々なもの
があった。近年様々な子どもに関する電話相談や
面接相談ができる窓口はあるが、そこでのスタッ
フの資質は様々である。一方で上記のような子ど
もや、保護者が抱える困難さは単に「一般的なア
ドバイス」や「傾聴」だけで解決が期待できない
場合も少なくなく、一定の専門的な関わりが必要
な場合も少なくない。そのためこのような子ども
や保護者の困難さについて専門的な知識と関わり
の能力を備えたスタッフがいる機関が増えること
が期待される。
　また今年を含め開設当初から、保護者や教員の
相談において、初回の１回目に話をしっかり聴き、
子どもへの保護者や教員の関わりを受け止め整理
し、承認するだけでかなり落ち着かれるケースも
少なくない。このようなケースでは、保護者や教
員はしっかりと子どもに関わることができている
のだが、その関わりについて「それでいいのか」
という不安を抱え、誰かに「大丈夫」と承認して
もらったり、「よく頑張っている」と認めてもら
うといった、保護者や教員が自分自身を受け止め

てもらうことが重要であったのではないかと考え
られた。
　以上のように、様々な子どもや保護者、そして
教員等の相談に対し、専門的な関わりを行うこと
ができ、かつ気軽に相談に行くことができる機関
が今以上に地域に増えることが期待される。
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表４　相談内容計

男 女 計
不登校 0 5 5

発達の偏りや遅れ、発達障がい（疑いや傾向を含む） 2 1 3
心身症的反応 0 1 1
対人恐怖、場面緘黙、子どもの性格 2 2 4
いじめ 1 0 1
対人関係 1 1 2
問題行動 1 0 1
子どもへの対応、育児不安 1 2 3
保護者自身の人間関係や心理的課題、保護者自身の親との関係 1 1 2
注：重複有
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